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令
和
４
年
度
関
東
東
海
地

区
漁
港
漁
場
協
議
会
が
７
月

１２
日
静
岡
県
焼
津
市
の
「
ホ

テ
ル
ア
ン
ビ
ア
松
風
閣
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
茨
城
、

千
葉
、
神
奈
川
、
静
岡
、
愛

知
、
三
重
の
６
県
の
漁
港
漁

場
協
会
と
水
産
庁
、
全
国
漁

港
漁
場
協
会
等
か
ら
関
係
者

３４
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
中
野
弘
道
静
岡
県

漁
港
漁
場
協
会
会
長
（
焼
津

市
長
）か
ら「
こ
れ
か
ら
の
漁

港
、
漁
場
の
整
備
が
、
計
画

的
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
本
協
議
会
に
お
い
て

活
発
な
議
論
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
い
で
、
来
賓
の
橋
本
牧

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
、
中
村
克
彦
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
水
産
施
設

災
害
対
策
室
長
が
挨
拶
し
、

議
事
に
先
立
ち
、
水
産
庁
中

村
室
長
に
よ
る
「
新
た
な
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
た
。

議
事
は
中
野
弘
道
会
長
が

議
長
と
な
り
進
め
ら
れ
、
漁

港
漁
場
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
関
係
県
か
ら
の
情
報
提

供
に
基
づ
き
協
議
が
行
わ
れ

た
。漁

港
関
係
で
は
、
①
漁
港

の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
②
残

土
処
理
用
地
の
整
備
と
確
保

に
つ
い
て
③
ご
み
の
不
法
投

棄
に
対
す
る
対
応
状
況
に
つ

い
て
④
漁
港
機
能
の
集
約
と

廃
港
に
つ
い
て
⑤
民
間
活
力

導
入
に
よ
る
漁
港
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
⑥
１
～
３
月
に

発
生
す
る
災
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て
⑦
漁
港
の
一
般
利
用

（
釣
り
等
）へ
の
対
応
に
つ
い

て
⑧
漁
港
の
占
用
申
請
に
係

る
架
空
線
の
記
載
に
つ
い
て

の
８
議
題
、
ま
た
漁
場
関
係

で
は
①
干
潟
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
状
況
及
び
干
潟
造
成
事
業

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
②
機

能
が
低
下
し
た
魚
礁
や
増
殖

場
等
の
機
能
回
復
に
係
る
取

組
に
つ
い
て
の
２
議
題
が
協

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

次
い
で
、
次
年
度
協
議
会

開
催
県
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
、
千
葉
県
で
の
開
催
を
決

定
し
、
坂
本
雅
信
（
一
社
）

千
葉
県
漁
港
漁
場
協
会
会
長

（
千
葉
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
代
表
理
事
会
長
）
か
ら

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

翌
１３
日
は
、
焼
津
漁
港
を

視
察
、
魚
市
場
や
超
低
温
冷

蔵
庫
、
陸
閘
な
ど
の
港
内
防

災
施
設
の
見
学
を
行
っ
た
。
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令
和
４
年
度
東
北
太
平
洋

漁
港
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
が
７

月
１４
日
午
後
３
時
か
ら
仙
台

市
の
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

に
お
い
て
、
青
森
県
、
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
４

県
か
ら
４４
名
が
出
席
し
て
、

開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
、
規
模

を
縮
小
し
、
十
分
な
感
染
対

策
を
講
じ
な
が
ら
開
催
し

た
。最

初
に
幹
事
県
協
会
と
し

て
宮
城
県
漁
港
漁
場
協
会
の

佐
藤
光
樹
会
長
（
塩
竈
市
長
）

が
「
東
北
地
方
の
太
平
洋
側

に
位
置
す
る
私
た
ち
四
県

は
、
豊
か
な
漁
場
に
恵
ま
れ
、

こ
れ
ま
で
日
本
全
国
に
良
質

な
水
産
物
を
供
給
し
て
き
た

が
、
近
年
の
気
候
、
海
洋
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
サ

ケ
や
サ
ン
マ
な
ど
の
冷
水
種

を
は
じ
め
と
し
た
水
産
物

が
、
歴
史
的
な
不
漁
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、

生
産
者
は
も
と
よ
り
、
水
産

加
工
業
や
魚
市
場
等
、
地
域

産
業
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
環
境
と

調
和
し
た
持
続
可
能
な
水
産

業
の
確
立
に
向
け
た
一
層
の

支
援
が
必
要
で
あ
る
」
と
挨

拶
し
た
。

続
い
て
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
防
災
漁
村
課
の
廣
山

久
志
課
長
及
び
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
の
橋
本
牧

会
長
が
来
賓
挨
拶
を
し
、
次

に
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事

（
代
読
・
吉
田
信
幸
水
産
林

政
部
長
）
が
歓
迎
挨
拶
を
述

べ
た
。

議
事
は
佐
藤
会
長
を
議
長

と
し
て
進
め
ら
れ
、（
一
社
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会
の
成

田
直
人
理
事
が
、
第
７１
回
全

国
漁
港
漁
場
大
会
へ
の
提
言

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

一
、
新
た
な
「
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
」
に
基
づ
き

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備

を
将
来
に
わ
た
り
計
画
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
着
実
に
そ
の

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
予

算
の
確
保
を
含
め
た
支
援
を

行
う
こ
と

二
、
水
産
政
策
の
改
革
に

即
し
水
産
業
の
成
長
産
業
化

を
実
現
す
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
項
目
を
推
進
す
る
こ
と

（
一
）
産
地
の
生
産
・
流

通
機
能
の
強
化
と
養
殖
適
地

拡
大
の
た
め
の
漁
場
環
境
の

改
善
を
目
指
し
、
水
産
業
の

成
長
産
業
化
の
実
現

（
二
）
海
洋
環
境
変
化
に

適
し
た
漁
場
生
産
力
の
強
化

と
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
強

化
に
よ
る
持
続
可
能
な
漁
業

生
産
の
確
保

（
三
）
「
海
業
」
に
よ
る

漁
村
の
活
性
化
と
地
域
の
水

産
業
を
支
え
る
多
様
な
人
材

の
活
躍
を
目
指
し
た
漁
村
の

魅
力
と
所
得
の
向
上

に
つ
い
て
要
望
す
る
こ
と
を

満
場
一
致
で
決
議
し
た
。

そ
の
後
、
廣
山
課
長
が「
新

た
な
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
を
行
い
、
次
に
宮
城
県
水

産
林
政
部
水
産
業
基
盤
整
備

課
の
渡
邊
一
仁
技
術
主
任
主

査
が
「
宮
城
県
に
お
け
る
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
事
例
紹
介

を
行
っ
た
。

最
後
に
、
次
期
の
協
議
会

開
催
県
で
あ
る
福
島
県
港
湾

漁
港
協
会
常
任
理
事
の
宍
戸

勤
福
島
県
土
木
部
港
湾
課
長

が
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

令
和
４
年
度
北
日
本
地
区

漁
港
漁
場
協
議
会
が
、
７
月

１４
日
午
後
３
時
３０
分
か
ら
金

沢
市
の
ホ
テ
ル
金
沢
に
お
い

て
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
富

山
県
、
石
川
県
の
漁
港
漁
場

協
会
、
水
産
庁
等
か
ら
関
係

者
２１
名
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
た
。

冒
頭
、
小
泉
勝
石
川
県
漁

港
漁
場
協
会
会
長
（
志
賀
町

長
）
が
「
先
日
、
石
川
県
で

は
、
能
登
地
方
を
震
源
と
す

る
震
度
６
弱
の
地
震
が
あ
っ

た
。
地
震
や
津
波
、
頻
発
す

る
台
風
等
の
自
然
災
害
に
対

す
る
防
災
・
減
災
対
策
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
海
に
お
い

て
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
度
重

な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
外
国

漁
船
の
違
法
操
業
に
よ
り
操

業
中
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
、

漁
業
者
は
強
い
不
安
と
憤
り

を
感
じ
て
お
り
、
早
急
な
解

決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
水
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
水
産
物
の
安
定
供

給
の
基
盤
と
な
る
漁
港
と
漁

場
の
整
備
を
着
実
に
進
め
、

水
産
業
の
生
産
性
・
機
能
性

を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
来
賓
挨
拶
の
後
、

小
泉
会
長
を
議
長
と
し
て
議

事
に
入
り
、
第
７１
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
提
出
議
題
に
つ

い
て
各
県
の
提
案
を
原
案
ど

お
り
採
択
し
た
後
、
決
議
案

を
審
議
し
、
①
水
産
業
と
漁

村
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

や
時
代
の
要
請
に
的
確
に
対

応
し
た
新
た
な
漁
港
漁
場
整

備
計
画
の
着
実
な
推
進
、
②

漁
港
施
設
等
の
計
画
的
か
つ

持
続
的
な
維
持
保
全
を
図
る

た
め
、
長
寿
命
化
対
策
の
推

進
、
③
激
甚
化
・
頻
発
化
す

る
自
然
災
害
へ
の
対
応
力
強

化
の
た
め
、
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
」
の
計
画
的

な
執
行
に
必
要
な
予
算
・
財

源
の
安
定
的
な
確
保
、
④
施

設
利
用
者
の
安
全
性
や
就
労

環
境
の
改
善
等
の
事
業
へ
の

支
援
、
⑤
我
が
国
漁
船
の
操

業
の
安
全
と
自
由
な
操
業
環

境
の
確
保
に
つ
い
て
、
を
要

望
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

最
後
に
次
年
度
開
催
県
を

秋
田
県
に
す
る
こ
と
を
決
定

し
議
事
を
終
了
し
た
。

引
き
続
き
、
西
�
孝
之
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
総
括
補
佐
か
ら
「
新
た
な

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
」

に
つ
い
て
の
講
演
及
び
竹
田

行
生
石
川
県
農
林
水
産
部
次

長
か
ら
「
石
川
県
の
水
産
業

と
漁
港
」
に
つ
い
て
の
話
題

提
供
が
有
り
協
議
会
を
終
了

し
た
。

令
和
４
年
度
九
州
地
区
漁

港
漁
場
協
会
協
議
会
が
７
月

２１
日
午
後
２
時
か
ら
福
岡
市

の
「
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
九
州
・
沖

縄
８
県
か
ら
１６
名
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

、
規
模
を
縮
小
し
十
分
な
感

染
対
策
を
行
っ
た
上
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

冒
頭
、
幹
事
県
協
会
で
あ

る
（
一
社
）
福
岡
県
漁
港
漁

場
協
会
の
佐
藤
政
俊
会
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
皆
様
方

と
と
も
に
今
後
の
九
州
大
会

の
在
り
方
を
協
議
し
て
き

た
。
そ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
も
、

形
は
異
な
れ
ど
本
日
、
開
催

で
き
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
す

る
。
今
年
３
月
、新
た
な
『
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
』
と

『
水
産
基
本
計
画
』
が
策
定

さ
れ
、
水
産
業
の
成
長
産
業

化
へ
の
位
置
づ
け
と
活
性
化

を
望
む
『
海
業
』
の
言
葉
が

明
記
さ
れ
、
生
産
力
と
人
材

の
強
化
が
特
徴
的
に
謳
わ
れ

て
い
る
。
解
決
困
難
な
課
題

が
山
積
す
る
こ
と
に
加
え
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
燃

油
高
騰
な
ど
漁
業
は
厳
し
い

状
況
下
に
あ
る
が
、
今
後
新

計
画
に
基
づ
く
施
策
や
予
算

に
よ
っ
て
、
水
産
業
の
成
長

産
業
化
が
可
能
に
な
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。
九
州
・

沖
縄
の
協
会
は
、
一
体
と
な

っ
て
国
や
県
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
、
計
画
実
現
に
向
け

た
漁
港
漁
場
整
備
の
更
な
る

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
太
刀
山
透
福
岡
県

農
林
水
産
部
水
産
局
長
（
代

理
・
深
川
敦
平
水
産
振
興
課

長
）が
来
賓
の
挨
拶
を
述
べ
、

最
後
に
橋
本
牧
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
祝
辞
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

議
事
に
入
り
、
①
全
国
協

会
へ
の
提
案
事
項
に
つ
い
て

は
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
に
係
る
２４
項
目
、
そ
の
他

９
項
目
を
提
案
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
②
各
協
会
へ
の

照
会
・
協
議
事
項
で
は
「
今

後
の
九
州
地
区
漁
港
漁
場
大

会
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
昨

年
に
引
き
続
き
意
見
が
出
さ

れ
、
今
後
も
継
続
し
て
協
議

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
「
会
員
支
援
策
に

係
る
各
協
会
独
自
の
取
組

み
」
「
全
国
漁
港
漁
場
大
会

に
お
け
る
参
加
者
交
流
会
」

に
つ
い
て
情
報
交
換
が
行
わ

れ
た
。
③
次
期
開
催
県
に
つ

い
て
は
、
佐
賀
県
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
佐
賀
県

漁
港
漁
場
協
会
の
山
川
史
事

務
局
長
（
佐
賀
県
農
林
水
産

部
水
産
課
副
課
長
）
が
次
回

開
催
に
向
け
て
抱
負
・
歓
迎

の
挨
拶
を
述
べ
、
協
議
会
を

終
了
し
た
。
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山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
前
田
晋
太
郎
下
関

市
長
）
は
、
７
月
１５
日
（
金
）

１４
時
か
ら
山
口
市
の
「
セ
ン

ト
コ
ア
山
口
」
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

冒
頭
、
７
月
８
日
に
御
逝

去
さ
れ
た
安
倍
元
首
相
の
御

冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た

後
、
前
田
会

長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、

来
賓
の
中
村

隆
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備

部

整

備

課

長
、
三
浦
忠

山
口
県
農
林

水

産

部

理

事
、
橋
本
牧

（
公
社
）全
国

漁
港
漁
場
協

会
会
長
が
挨

拶
を
し
た
。

続
い
て
中
村
整
備
課
長
が

「
新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
に
つ
い
て
」
の
講
演

を
し
た
後
、
前
田
会
長
を
議

長
と
し
て
議
事
に
入
り
、
令

和
３
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
・
剰
余
金
の
処
分
、
令

和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
収
支
予
算
（
案
）
に
関
す

る
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
、
議
事
は
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
国
か
ら
周
知
依

頼
の
あ
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
紹
介
を
参
加
者
に

行
い
、
総
会
を
閉
会
し
た
。

広
島
県
漁
港
協
会
（
会
長

・
新
原
芳
明
呉
市
長
）
は
、

７
月
１９
日
１６
時
か
ら
呉
市
の

「
呉
阪
急
ホ
テ
ル
」
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
書

面
審
議
が
続
き
、

３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。
新
原

会
長
が
「
海
域
環

境
の
変
化
、
漁
獲

低
迷
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に

よ
る
水
産
物
の
流

通
・
消
費
動
向
が

大
き
く
変
化
す
る

な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

国
・
県
か
ら
の
支

援
が
不
可
欠
で
あ

る
。
丁
寧
な
要
望

活
動
を
行
う
」と
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
広
島
県
土
木
建
築
局

港
湾
漁
港
整
備
課
�
橋
課
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会

長
の
挨
拶
を
代
読
し
た
。

樋
口
組
合
長
（
深
江
漁
業

協
同
組
合
）
が
、
議
長
に
選

出
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。
令

和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
、
令
和
４
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
続
い

て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
理
事
１６
名

・
監
事
２
名
が
選
任
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

全
国
水
産
都
市
三
団
体
連

絡
協
議
会
（
会
長
・
谷
川
浩

道
特
定
第
三
種
漁
港
都
市
等

・
全
国
主
要
水
産
都
市
商
工

会
議
所
連
絡
協
議
会
会
長

（
福
岡
商
工
会
議
所
会
頭
）
）

は
、
令
和
４
年
度

定
期
総
会
を
７
月

２２
日
（
金
）
に
東

京
都
内
の
商
工
会

館
で
開
催
し
た
。

三
団
体
を
構
成
す

る
特
定
第
三
種
漁

港
都
市
等
・
全
国

主
要
水
産
都
市
商

工
会
議
所
連
絡
協

議
会
（
商
工
会
）、

全
国
市
議
会
議
長

会
特
定
第
三
種
漁
港
協
議
会

（
議
長
会
）
及
び
特
定
第
三

種
漁
港
市
長
協
議
会
（
市
長

会
）
の
関
係
者
ら
５０
名
が
出

席
し
た
。

冒
頭
、
谷
川
会
長
の
主
催

者
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
衛

藤
征
士
郎
漁
港
漁
場
漁
村
整

備
促
進
議
員
連
盟
会
長
、
田

中
郁
也
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
長
が
挨
拶
を
し
た
。

谷
川
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
令
和
３
年
度
事
業

報
告
と
歳
入
歳
出
決
算
、
令

和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

と
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
、

令
和
４
年
度
国
に
対
す
る
要

望
書
（
案
）
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
全
て
原
案
通
り
承

認
し
た
。

議
事
の
後
、
水
産
庁
漁
政

部
の
山
里
直
志
企
画
課
長
が

水
産
基
本
計
画
と
デ
ジ
タ
ル

水
産
業
戦
略
拠
点
に
つ
い
て

講
演
を
行
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
谷
川
会
長

を
は
じ
め
と
し
た
参
加
者

で
、
農
林
水
産
省
や
財
務
省

及
び
議
員
会
館
に
国
会
議
員

を
訪
問
し
、
要
請
行
動
を
行

っ
た
。
農
林
水
産
省
で
は
金

子
原
二
郎
大
臣
、
神
谷
崇
水

産
庁
長
官
ら
、
財
務
省
で
は

河
口
健
児
主
計
官
と
面
談

し
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を
手

渡
し
た
。

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
望
月
良
男
有
田
市

長
）
は
第
７５
回
通
常
総
会
を

７
月
８
日
（
金
）
午
後
２
時

か
ら
、
和
歌
山
市
の
ア
バ
ロ

ー
ム
紀
ノ
国
で
開
催
し
た
。

望
月
会
長
に
よ
る
開
催
あ

い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
花
田

祥
一
和
歌
山
県
県
土
整
備
部

港
湾
空
港
局
長
が
祝
辞
を
述

べ
た
。
横
畑
和
幸
和
歌
山
県

農
林
水
産
部
水
産
局
水
産
振

興
課
長
も
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
。

望
月
会
長
が
議
長
と

し
て
進
行
し
、
第
一
号

議
案
（
令
和
３
年
度
会

務
報
告
、
令
和
３
年
度

一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
収
支
決
算
並
び
に
剰

余
金
処
分
に
関
す
る

件
）、
第
２
号
議
案
（
令

和
４
年
度
事
業
計
画

案
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
収

支
予
算
並
び
に
会
費
案

に
関
す
る
件
）
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
中
畑
保
一
県
議
会

議
長
）
は
、
７
月
２８
日
午
後

４
時
か
ら
松
山
市
の
「
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
第
７５
回
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
中
畑
会
長

が
「
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら

４
年
が
経
過
し
県
内
各
地
の

復
旧
復
興
が
着
実
に
進
ん
で

い
る
。
き
ず
な
博
を
契
機
に

将
来
に
向
け
た
交
流
人
口
の

拡
大
や
産
業
の
活
性
化

に
結
び
付
け
て
い
け
る

よ
う
、
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
。
最
近
の
水
産

業
・
漁
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
燃
料
や
資
材

の
高
騰
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
水
産
物
の
流
通
・

消
費
の
変
化
、
都
市
と

地
方
の
交
流
停
止
な

ど
、
危
機
感
を
募
ら
せ

て
い
る
。
ま
た
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
よ
る
甚
大

な
津
波
被
害
が
生
じ
る

恐
れ
の
あ
る
漁
村
に
お
い

て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
防

災
減
災
対
策
が
着
実
に
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
続
い
て
、
田
中
郁

也
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
愛
媛
県
知
事
（
代
理
・

末
永
洋
一
農
林
水
産
部
長
）、

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
（
代
理
森
田
正
博
常

務
理
事
）
が
来
賓
祝
辞
を
述

べ
た
。

議
事
に
先
立
ち
功
績
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
理
事
の
佐
々

木
護
氏
・
野
志
克
仁
氏
並
び

に
宇
和
島
市
職
員
の
若
山
武

秀
氏
に
、
会
長
か
ら
賞
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

中
畑
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
令
和
３
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
議

題
と
し
て
、
第
７１
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
へ
の
参
加
協
力

要
請
が
行
わ
れ
た

議
案
審
議
終
了
後
、
田
中

郁
也
部
長
か
ら
「
新
た
な
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
に
つ

い
て
」
の
講
演
が
な
さ
れ
、

出
席
者
は
熱
心
に
聴
講
し

た
。

水
産
庁
主
催
の

令
和
４
年
度
漁
港

漁
場
管
理
者
研
修

会
が
、
７
月
１５
日

（
金
）
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京
駅
大

手
町
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。今

回
の
研
修
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
、
参
加
者
を
都

道
府
県
の
担
当
者
に
限
り
、

更
に
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
の

実
施
と
な
り
、
約
７０
名
、
内

約
２０
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

参
加
と
な
っ
た
。

研
修
会
は
、
午
後
１
時
３０

分
か
ら
開
会
さ
れ
、
冒
頭
、

横
山
純
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
計
画
課

長
の
挨
拶
の

後
、
「
漁
港

の
管
理
等
」

に
つ
い
て
、

水
産
庁
担
当

官
等
に
よ
る

講
義
が
行
わ

れ
た
。

研
修
会
で

の
発
表
者
等

は
次
の
と
お
り
。

◎
漁
港
の
管
理
等
に
つ
い

て‥

計
画
課
課
長
補
佐
（
管

理
班
担
当
）

佐
藤
茂

◎
財
産
処
分
及
び
利
用
計

画
の
変
更
に
つ
い
て‥

計
画

課
計
画
官

小
坂
あ
ず
さ

◎
国
有
財
産
関
係‥

計
画

課
管
理
係
員

各
務
勇

◎
農
林
水
産
省
共
通
申
請

サ
ー
ビ
ス
（
ｅ－

ｍ
ａ
ｆ
ｆ
）

に
つ
い
て‥

計
画
課
計
画
官

小
坂
あ
ず
さ

◎
漁
港
海
岸
に
お
け
る
海

岸
の
管
理
に
つ
い
て‥

防
災

漁
村
課
課
長
補
佐
（
防
災
・

海
岸
班
担
当
）
片
石
圭
介

◎
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係

る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
促
進
区

域
の
指
定
に
つ
い
て‥

計
画

課
計
画
官

森
田
浩
史

◎
漁
港
の
放
置
艇
対
策
に

つ
い
て‥

計
画
課
漁
港
漁
場

専
門
官

落
野
憲
人

◎
漁
港
の
有
効
活
用
に
つ

い
て‥

計
画
課
課
長
補
佐

（
利
用
調
整
班
担
当
）
河
野

大
輔◎

漁
港
に
お
け
る
海
業
振

興
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て

‥

計
画
課
防
災
計
画
官

内

田
智◎

漁
港
台
帳
の
電
子
化
の

推
進
に
つ
い
て‥

青
森
県
漁

港
漁
場
整
備
課
管
理
グ
ル
ー

プ
主
査

一
戸
繭
子

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
「
漁

港
台
帳
の
電
子
化
の
推
進
に

つ
い
て
」
は
、
漁
港
台
帳
を

含
む
漁
港
情
報
の
電
子
化
が

進
ん
で
い
る
青
森
県
か
ら
、

全
国
漁
港
漁
場
協
会
が
普
及

を
進
め
て
い
る
「
漁
港
情
報

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
」
導
入

に
至
っ
た
経
緯
や
導
入
後
の

管
理
業
務
の
変
化
、
シ
ス
テ

ム
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
に
つ
い
て
事
例
説
明

が
あ
り
、
青
森
県
産
品
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
決
め
手
く

ん
を
使
っ
た
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
分
か
り
易
い
内

容
で
、
聴
講
者
の
関
心
も
高

い
も
の
が
あ
っ
た
。

都
市
漁
村
交
流
推
進
協
議

会
（
会
長・

藤
本
昭
夫
大
分

県
姫
島
村
長
）
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
ま

ち
に
元
気
を
！
」
を
７
月
２６

日
都
内
で
開
催
し
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
都
市
漁
村
交
流

の
あ
り
方
を
模
索
し
た
。

来
賓
の
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
防
災
漁
村
課
の
蓬
田

正
道
課
長
補
佐
は
今
後
５
年

間
で
都
市
漁
村
交
流
人
口
２

０
０
万
人
増
を
め
ざ
し
て
い

る
こ
と
に
触
れ
、
「
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
新
た
な
ワ
ー
ク

＆
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て

漁
村
活
性
化
へ
の
有
効
な
手

段
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

講
演
で
は
和
歌
山
県
企
画

部
の
杉
本
吉
美
課
長
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
先
進
地
で
あ

る
同
県
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、「
関
係
人
口
の
創
出
」
に

つ
な
げ
る
た
め
の
具
体
的
な

事
業
と
成
果
を
紹
介
し
た
。

三
重
県
鳥
羽
市
で
宿
泊
施

設
Ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｏ
ｒ
�
漁
師
の

貸
切
ア
ジ
ト
を
運
営
す
る
行

野
慎
平
氏
は
、
漁
業
者
と
一

緒
に
提
供
し
て
い
る
漁
村
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
取
り
組
み

を
リ
モ
ー
ト
で
話
し
た
。

長
崎
県
壱
岐
市
役
所
の
中

村
勇
貴
氏
は
壱
岐
島
の
豊
か

な
自
然
の
持
つ
魅
力
を
生
か

し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
リ
モ
ー

ト
で
紹
介
し
た
。

（
七
月
一
六
日
付
）

整
備
課
企
画
班
企
画
係
長

（
整
備
課
施
工
積
算
班
施
工

積
算
係
長
）
本
城
谷
多
一
郎

▽
整
備
課
設
計
班
性
能
規
定

係
長
（
防
災
漁
村
課
環
境
整

備
班
計
画
係
長
）
提
箸
真
弘

▽
整
備
課
施
工
積
算
班
施
工

積
算
係
長
（
整
備
課
整
備
班

実
施
係
長
）
木
村
智
也
▽
整

備
課
整
備
班
実
施
係
長
・
増

殖
推
進
部
研
究
指
導
課
付

（
整
備
課
調
整
班
事
業
調
整

係
長
・
増
殖
推
進
部
研
究
指

導
課
付
）
宮
園
千
恵
▽
防
災

漁
村
課
推
進
班
企
画
係
長

（
整
備
課
企
画
班
企
画
係
長
）

南
彩
▽
整
備
課
付
（
整
備
課

設
計
班
性
能
規
定
係
長
）
鈴

木
航

（
八
月
一
日
付
）

整
備
課
漁
港
漁
場
専
門
官

・
計
画
課
付
（
境
港
漁
業
調

整
事
務
所
資
源
課
付
・
計
画

課
付
）
森
田
浩
史
▽
計
画
課

（
大
臣
官
房
新
事
業
・
食
品
産

業
部
食
品
製
造
課
）
冨
井
遥

亮
▽
計
画
課
（
境
港
漁
業
調

整
事
務
所
・
整
備
課
）川
田
真

子
▽
大
臣
官
房
出
向
・
新
事

業
・
食
品
産
業
部
食
品
製
造

課
食
品
信
頼
対
策
班
推
進
係

長
へ
（
整
備
課
付
）
鈴
木
航

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
入
居
し
て
い
た
三
会

堂
ビ
ル
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
８
月
１５
日
よ
り
事
務
所

を
次
の
通
り
移
転
し
た
。

住
所‥

〒
１
０
１－

０
０

４
５
東
京
都
千
代
田
区
神
田

鍛
冶
町
３－

６－

７
ウ
ン
ピ

ン
神
田
ビ
ル
２
階

電
話‥

０３－

６
２
０
６－

０
０
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ‥

０３－

６
２
０
６

－

４
０
６
６
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各県協会
総会を開催

愛媛県協会の通常総会の様子

山口県協会の通常総会の様子

都都
市市
漁漁
村村
交交
流流

推推
進進
協協
議議

会会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

和
歌
山
県
漁

港
漁
場
協
会

山
口
県
漁
港

漁

場

協

会

愛
媛
県
漁
港

漁

場

協

会

漁 港 漁 場 月 報

漁港
漁場管理者研修会開く

漁港漁場管理者研修会の様子

広

島

県

漁
港
協
会

水水
産産
庁庁
人人
事事
異異
動動

和
歌
山
県
協
会
の
通
常
総
会
の
様
子

水産庁

全
国
水

産
都
市

三
団
体
連
絡
協
議
会
が
総
会

事
務
所
移
転

全
国
漁
港
漁
場
協
会

金子大臣（右から３人目）に要望
書を手渡した

��	
�

広
島
県
協
会
の
通
常
総
会
の
様
子


